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奄美沖縄方言群における沖永良部方言の位置づけ

かりまたしげひさ

1．琉球諸方言の方言区画

(1)台湾と与那国島のあいだをとおって東シナ海にながれこんだ日本海流（黒

潮）は奄美大島とトカラ列島のあいだをとおって、再び太平洋にながれていく。

この黒潮によって区切られた地域は、1609年に島津藩によって侵略される以前

の琉球王国の版図である。この地域は1879年（明治12年)に日本国にくみこま

れるまで独立の国家をなし、日本本土とはくつの歴史をあゆんできたために、

本土とはおおきくことなる文化をはぐくんできた。そして、この地域で伝統的

にはなされてきた言語は、日本語祖語から分岐した、日本語の変種であること

がわかっている。しかし、音韻、語奨、文法の各面にわたって本土の諸方言と

おおきくことなっていて、日本語諸方言は本土方言と琉球方言とに二分される

のであるが、そのことは、学界での定説であり、おおくの人含のしるところである。

仁騨篶－［
日本語 本土諸方言

琉球諸方言

広い海域に点在する琉球列島の島Arで話されている北の端と南の端の方言と

では話がまったく通じないほどおおきくことなっている。奄美大島、沖縄本島

などのおおきな島ではその島の内部の方言差もちいさくない。たとえば、沖縄

本島の諸方言は、北部方言と中南部方言とのふたつの方言グループにおおきく

わけられるし、奄美大島でも北部方言と南部方言とのふたつの下位方言に区分

される。しかし、与論方言、沖永良部方言というように、島を単位に下位区分

するのは、島には島内部でのひとまとまり性があって、相対的に独立した方言

圏をなしているからである。
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琉球方言の最小の単位は「シマ」と方言でよばれる村落共同体である。その

シマは政治的にくぎられた単位であるだけでなく、祭祀や婚姻をおこなう単位

でもあり、シマの独立性は近年までたもたれていた。イントネーションやいく

つかの単語、いいまわしなどにシマごとの微妙なちがいがあって、地元の人食

はそのちがいにとても敏感である。人盈はそのシマ出身の両親のもとにうまれ、

そのシマにそだち、そのシマ出身の配偶者をもとめた。そんな時代に、シマは

方言の最小の単位でもあった。

(2)言語学上の共通の特徴をもつ、ふたつ以上、とき}こはよっつ、あるいは、

いつつ以上のシマで形成される小グループがある。これらの小グループがあつ

まって、もうすこしおおきな方言グループが形成される。さらにこの方言グルー

プがいくつかあつまって、おおきな方言群が形成される。音韻、文法、語薬な

どの言語的な特徴の異同によって方言を区分したものを方言区画という。その

境界線は、海や山、川などの地理的な条件によってひかれることもあり、また、

ふるい時代の政治的な区分、あるいは、社会的な条件によってひかれることも

ある。かって間切とよばれる現在の市町村に相当する琉球王国時代の政治的区

分があったが、琉球方言のばあい、とくに奄美、沖縄諸島の方言のぱあいこの

間切の境界線が方言グループの境界線になることがすぐなくない。

(3)琉球列島の諸方言は、奄美諸島、沖縄諸島ではなされている奄美沖縄方言

群（北琉球方言ともよばれる）と宮古諸島、八重山諸島ではなされている宮古

八重山方言群（南琉球方言あるいは先島方言ともよばれる）のふたつの方言群

におおきくわかれている。このふたつの方言群は、300キロメートル弱の島の

ない海域によってへだてられている｡ふたつの方言群のあいだのちがいは、音

韻論的にも、文法論的にも、語薬論的にも顕著にみられ、方言での意志の疎通

がまったくはかれないほどである｡

この海域は、島のまったくない距離としては、カムチャツカ、千島列島、日

本列島から琉球列島をへて、台湾《バシー海峡、フィリピン諸島、そしてスラ

ヴェシ島、ニューギニアとつづく、ユーラシア大陸の東側、西太平洋に列状に
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つらなる、いくつもの島々のなかで最長である。この海域は渡り鳥をのぞく鳥

たちにとってもこえがたいものであったようで、鳥類を１日北区と東洋区に区分

する動物区分線（蜂須賀線）がこの海域をよこぎっている。そして、そのこと

と関連して、この両地域は、１０世紀になってはじめて共通の文化圏が形成され

るようになるが、縄文文化や弥生文化の遺跡が宮古、八重山の諸島から発見さ

れておらず、考古学的にみても大きな断絶がある。古代人たちにとってもこの

海域をこえるのは困難だったのだろう。

琉球諸方言を奄美沖縄方言群と宮古八重山方言群のふたつに区分するのに、

現在のところおおかたの異論はないようである。問題はふたつの方言群の下位

区分である。宮古八重山方言群でも下位区分のしかたに諸説あって、課題がの

こっているが、今回は、奄美沖縄方言群の下位区分について、とくに、沖永良

部方言をいかに位置づけるかについてかんがえる。

注）かつては、琉球諸方言を奄美・沖縄・宮古・八重山のよっつに区分する説

（仲宗根政善「琉球方言概説」1961)や、奄美・沖縄・宮古・八重山・与那国のい

つつに区分する説（平山輝男『琉球与那国方言の研究』1964兆奄美沖縄・先島・

与那国のみつつに区分する説（外聞守善『日本語の世界９』1981)などもあったが、

このごろは、まず、南北ふたつの方言群に区分する説が有力である。

仲宗根政善1961の区分図は４区分説であるが、おなじ論考で「琉球方言におけ

るもっとも明確な境界は、沖縄本島と宮古島の間にある。琉球方曾を南北琉球方

言に大別して、北琉球方言を奄美大島方言と沖縄方言に分け、南琉球方言を宮古

方言と八重山方言に分けることもできよう｡」と記述していて、北琉球方箇と南琉

球方言のあいだに「もっとも明確な境界」を設定していて、２区分説的な考えも

しめしている。

２．奄美沖縄方言群の下位区分

(4)奄美沖縄方言群をさらに下位区分するのに、２区分説と３区分説がある。

研究史的にみると、２区分説を支持する研究者がおおく、３区分説は数のうえ
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ではすぐない。中本正智1990『日本列島言語史の研究』が代表的な２区分説で

あり、上村幸雄1972「琉球方言入門」が３区分説の代表である。中本1990では

与論島と沖縄本島の間に境界線をひき、奄美沖縄方言群を奄美方言と沖縄方言

のふたつに区分している。仲宗根1961も与論島と沖縄本島とのあいだに境界線

をひき、北琉球方言にかぎっていえば２区分説とみることができる。平山1964

も同様である。上村1972は、つぎのようにのべて３区分説をとっている。

琉球方言はたくさんの下位方言からなりたっているが、これらはおおきくまず、

奄美沖縄方言群と先島方言群のふたつにわかれるものとみられる。奄美沖縄方言

群のなかは、だいたいおおきな島ごとに方言がちがっているが、なかでも大島と

徳之島の方言は比較的にているし、また、沖えらぶから沖縄北部までの方言がま

た比較的よくIこている゜

そして、「琉球方言の下位区分」としてかかげた地図のなかで、「大島徳之島

グループ」「沖えらぶ北沖縄グループ」をとりだしている。（沖縄中南部の諸方

言の位置づけは明確ではない｡）

…干嘉::千鷺…（
｡…薑欝モ麟撫zブ《…

中本1990『日本列島言語史の研究』では奄美方言と沖縄方言のそれぞれの特

徴をつぎのように示している。

＜奄美方言＞

（１）イ段とエ段の母音がそれぞれｉとＩで区別され、派生母音ｅｘ、

ｏｘも多い。

（４）活用語の終止形が、ム系のほかに、リ系をもつ。
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＜沖縄方言＞

（１）イ段とエ段の母音が区別を失ってｉとなり、派生母音ｅＺ、ｏＸも

多い。

（４）活用語の終止形が、宮古、八重山とともに、ム系だけである。

※（(2X3)は奄美方言と沖縄方言を区分するものではないので省略した｡）

中本1990は、母音体系のちがいと活用語（動詞と形容詞）の終止形語尾のち

がいを分類の基準としている。

上村1992でも３区分説を明確に提唱しているわけではないが、上村1972を継

承しつつ、つぎのようにのべている。

２，３，４、すなわち、奄美大島とその属島（加計呂麻島、および舗島と与路

島)と徳之島の諸方冒は、２個の中舌の母音音素（／Ｙ，色／）を有するという、

ほぼ共通の母音音素の体系をもち、また、ほぼ共通の子音音素の体系をもってい

るので、ひとつのおおきな方言圏と見なすこともできる。他方、５，６，７、す

なわち、沖永良部島、与論島、沖縄北部の３者は、中舌的な母音音素をもたず、

かつ、子音音素の特徴（特に、力行の子音の〔ｋ〕から〔ｈ〕への移行、ハ行の

子音の唇音性の保持という共通性）に基づいて、ゆるやかな共通性をもったひと

つの地域と見なすことができる。そして、この共通性は、沖縄の古い北山の支配

地域であったことと関係して生まれた可能性がある。また、ｌの喜界島方言は、

その音韻的特徴を、この沖永良部、与論、沖縄北部グループと共通させている。

８の沖縄中南部方言は、中舌的な母音音素をもたない点では、沖永良部、与論、

沖縄北部グループと共通するが、力行子音を〔ｈ〕に変えず、行子音に原則とし

て〔ｐ〕を保たない点で、このグループと音韻的特徴を大きく異にする。

以上はつぎのように整理できる。

(1)奄美徳之島諸方言が２種類の中舌母音／１，色／を含む７母音組織なの

に対して、沖永良部与論沖縄北部諸方言と沖縄中南部諸方言は、標単語と

同じ５母音組織である。
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(2)沖永良部与議沖縄北部諸方言は、標単語の／ka，ｋｅ，ｋｏ／の子音／k／

に対応して／h／があらわれる。

(3)沖永良部与論沖縄北部諸方言は標単語のハ行の子音／h／に対応して／

ｐ／もしくは／の／であらわれ、唇音性を保持しているが、奄美徳之島諸

方言、沖縄中南部諸方言のいずれも唇音性をうしなっている。

(4)沖縄中南部諸方言は上記の(lX2X3)のいずれの特徴ももたない。

２区分説と３区分説とでは、沖永良部方言と与論方言をどう位置づけるかに

よってことなっている。それぞれの説のよってたつ根拠があって、解決するの

は困難なようにもみえるが、ひとつひとつ検討していくことにする。

３．活用語の終止形語尾について

(5)まず、２区分説をとる中本1990の提示した特徴から検討する。中本1990に

よると、奄美方言には動詞の終止形にリ系の／kakjuri／とム系の／kakjuN／

のふたつの形があるのに対して、沖縄方言にはム系／kaCjuN／のひとつの形し

かなく、それを２区分説の指標にしている。

【表1】

動詞のぱあいと同様に、形容詞の語尾にもり系とム系があって、やはり、奄

美方言と沖縄方言を区分する指標になっている。

【表2】

－４８－

動詞終止形

リ形 ム形

奄美方言 ｋａｋjｕｒｌ ｋａｋＪＵＮ

沖縄方言 ｋａｃｊｕＮ

形容詞終止形

ﾘ形 ム形

奄美方言 tａｋａｓａｒｉ ｔａｋａｓａＮ

沖縄方言 ＩｔａｋａｓａＮ



３区分説を提示する上村幸雄1992でも文法的な特徴についてはつぎのように

のべている。

１から６（奄美大島から与賎島）にいたる奄美諸島地域の方言は、この地域が

１７世紀初頭以来、薩摩の直接支配を受けるひとまとまりの地域となり、今日も、

行政的に鹿児島県に属するように、沖縄諸島との関係が疎遠になったことを反映

して、この地方に対する薩摩方言の影轡の程度がやや濃いことも含め、文法など

に、若干の共通性を発見することができる。同様に、７，８（沖縄北部、沖縄中

南部）の沖縄諸島の諸方言は、その南北間での際立った対立にもかかわらず、琉

球王国成立後、ひきつづいて、長期間、首里王府の支配下にあったために、やは

り、文法などの点で、若干の共通性をもつ。こうして、北グループは、１７世紀の

以降のこの地域の歴史を反映して、奄美グループと沖縄グループのような下位区

分をすることもできる。

上村1992の「文法などに」見られる「若干の共通性」も中本1990でいうとこ

ろの動詞や形容詞の終止形の語尾の２糸の分布状況であろうか。はたして、活

用語の終止形語尾によって奄美方言と沖縄方言に二分できるだろうか。奄美沖

縄方言群のおおきな島の代表的な方言の動詞終止形の語尾のあらわれかたにつ

いてみてみよう。

【表3】

名瀬方

知名

－４９－

動詞の終止形

リ系 ム系

名瀬方言 ｋａｋＪｕｒｌ ｋａｋＪＵＮ

諸鈍方言 ｋａｋｊｕｒ ｋａｋ」ｕｍ

喜界方言 ｈａｋJｕｌ ｈａｋｊｕＮ

和泊方言 ｈａｔＪｕｍｕ

知名方言 ｈａｋＪｕｍｕ

与論方言 ｈａｋＪｕｌ ｈａｋｊｕＮ

今帰仁方言 ｈａｔｊｕＮ

首里方言 ’ｋａｔｊｕＮ



テジ０

注）沖永良部方言では､／hatlumu／､／hakjumu／の形とともに／hatJuN／、

／hakjuN／の形も併用されているようである。この形は、／hakjumu／から

変化したものだとかんがえられていて、沖縄方旨とおなじ形である。

リ系とム系のふたつの形が併存している方言の南限は与論方言で、沖縄本島

と与論島のあいだに境界線があるようにみえるが、うえの【表３】にみるよう

に沖永良部方言にリ系はみられず、沖縄北部方言、沖縄中南部方言と同様にム

系しか存在しない。形容詞の語尾についても同様である。

動詞、形容詞の終止形語尾のちがいによって奄美方言と沖縄方言のふたつに

区分しようとすると、与論方言を奄美方言に区分し、沖永良部方言を沖縄方言

に区分しなければならない。沖永良部方言が分断され、その位置づけに問題が

のこることになる。動詞、形容詞の語尾におけるリ系とム系の分布状況によっ

て、奄美方言と沖縄方言のふたつに明確に区分することはできないのではない

だろうか。

注）奄美沖縄方言群の動詞の「終止形」〈いいおわりの述語に使用される動詞の完成

相｡現在未来．直説法・断定という、アスペクト・テンス・ムードの文法的な意

味をあらわす形）は、動詞の連用形（連用形の第一なかどめ）の形に「居る」に

相当する形が接続し、それが融合した形である。リ系は「居り」に対応するが、

ム系は、加計呂麻島の諸鈍方言などの終止形〔kakjum〕や一般たずねの形（疑問

調なしの疑問文の述語の形）〔katjumi〕などから、「居り」にさらに「ム｣、あ

るいは「モ」のような、〔ｍ〕を含む接尾辞が接続したものが連用形に接続して

いると推定されている。

注）奄美沖縄方言群のほとんどの方言の形容詞は「形容詞語幹＋サ＋有り」という

語構成からなりたっているようである。

注）リ系の終止形は、現在の沖縄方言にみられないが、おもろさうし、琉歌や組踊、

沖縄芝居の台詞（特に明治大正期に創作されたもの）などの古典琉球語にもみら

れるもので、かつて、沖縄の方言でも使用されていたことはあきらかである。お

そらく、沖永良部島の方言にもかっては存在していたものとおもわれる。
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勝運まみにやこはやでおちへ

中百名こみなこはやでおちへ

昼なれば、肝通い通て、

夜なれば、夢通い通て、

西道の謝名道る行きやしゅ。

東道の星宜道る行きやしゅ。

東遭い屋宜のおもいぎゃ待ち居り。

西道や鮒名おもいぎや待ち居り。

いぢや屋慶名中道ぢょ行きやしよ。

又
又
又
又
又
又
又
又

〔屋宜思いが待っている｡〕

〔謝名思いが待っている｡〕

(『おもろさうし』巻十四の十五）

伊集の木の花ぬ〔伊集の木の花が〕

あん清らさ咲ちゅい。〔あんなにきれいに咲いている｡〕

吾も伊集のごと〔わたしも伊集のように〕

真白咲かな。〔其っ白に咲きたいものだ｡〕『琉歌全集』

ただし、オモロや琉歌、組踊のぱあいには、明らかな進行・継続の意味をあらわ

している。これはこの終止形が「動洞連用形＋居り」からなりたっていることに由

来している。この進行の意味は首里方言などでは近年までのこっていたが、現在で

はうしなわれていているようである。

4．母音体系について

(6)それでは、中本1990の２区分説、および、上村1992の３区分説の根拠であ

る母音体系についてみてみよう。両者は母音体系のちがいを下位区分する際の

指標にしていて、この点では衝突している。

そもそも両者のいう母音体系のちがいとはどのようなものだろう。

琉球諸方言と本土諸方言のあいだの最もおおきなちがいは、「せま母音化」

とよばれる母音の変化で、琉球諸方言全体で奥舌の半せま母音／ｏ／の奥舌せ

ま母音／ｕ／への変化がおこっているし、前舌の半せま母音／ｅ／の前舌せま

母音／ｉ／への変化もおこっている。
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ただし、奄美沖縄方言群と宮古八重山方言群とでは、標準語の前舌半せま母

音／ｅ／、および前舌せま母音／ｉ／に対応する母音のあらわれ方にちがいが

みられ、それが両者をわける指標になっている。奄美沖縄方言群では前舌の半

ひろ母音／ｅ／が中舌せま母音／Ｉ／に変化し、さらに、沖縄諸島方言や沖永

良部島、与論島の方言ではそれが前舌せま母音／ｉ／に変化して、従来の前舌

せま母音／ｉ／と統合している。それに対して、宮古八重山方言群では前舌半

せま母音／ｅ／が中舌せま母音／Ｉ／に変化することなく、前舌せま母音

／ｉ／に変化している。また、前舌せま母音／ｉ／が宮古諸方言では舌先母音

／､／に変化している。また、八重山諸方言でも舌先母音／Ⅱ／に変化してい

るが、方言によってはさらに前舌せま母音／ｉ／に変化している。

奄美沖縄方言群

＊ｏ→ｕ

＊ｅ→Ｉ→ｉ

＊ｉ→ｉ

宮古八重山方言群

＊ｏ→ｕ

＊ｅ→ｉ

＊ｉ→。（→ i）

中本1990は、前舌の半せま母音／ｅ／に対応して中舌母音／Ｉ／があらわれ

るのが奄美方言であり、せま母音／ｉ／があらわれるのが沖縄方言であると主

張し、上村1992は、中舌母音／Ｉ／があらわれるのは奄美徳之島方言グループ

であり、沖永良部島以南の島ではせま母音／ｉ／があらわれると主張していて、

おなじ現象をめぐって両者はおおきく対立することになる。

それでは、この標準語のエ段の音節の母音／ｅ／に対応してあらわれる中舌

母音／Ｉ／の分布をみてふよう。

【表４】目毛前

名瀬市伊津部ｍｌｋｎｉｍｅ

瀬戸内町諸鈍ｍｌｚＲＩｘｍｅｘ

徳之島町伊之川ｍｌｚＫＩｘｍｅｚ

伊仙町犬田布ｍｌｚＫＩＸｍｅｘ

喜界町中里ｍｉｘｋ`ｉｘｍｅｘ

和泊町国頭ｍｉｘｋ`ｉｚｍｅｘ

知名町久志検ｍｉｘｋｉｘｍｅｘ

与論町城ｍｉｘｋｍｍｅｘ

今帰仁村謝名ｍｉｘＫｉｘｍｅＺ

那覇市首里当蔵ｍｉｚｋｉｘｍｅｘ

－５２－



うえの表であきらかなように、奄美方言全体に／ｒ／がみられるわけではな

く、沖永良部島、与論島、そして喜界島（北端の小野津、志戸桶、佐手久のみつ

っの集落をのぞく）で／ｉ／に変化していて、その点は沖縄方言とおなじである。

また、標準語の二重母音／ａｉ／／ａｅ／に対して、奄美大島、徳之島の諸

方言では中舌の半ひろ母音／Ｅｘ／があらわれるが、沖永良部、与論、喜界

（北端の小野津、志戸桶、佐手久のみつっの集落をのぞく）、沖縄北部、沖縄

中南部の諸方言では前舌の半ひろ母音／ｅｚ／があらわれる。

奄美沖縄方言群

ａｅ現代日本語

↓

Ｅｚ奄美大島、徳之島

↓

ｅｘ喜界、沖永良部、与論、沖縄全域

ｍａｅ（前）

↓

ｍｅＸ

↓

IｎｅＺ

【表4】にみるように母音体系のちがいによって奄美方言と沖縄方言に２分

することはできない。中本1990もその点には気がついていて、母音体系のちが

いを指標に奄美方言を「北奄美方言」と「南奄美方言」に下位区分している。

奄美大島と徳之島の諸方言を北奄美方言に、沖永良部島、与論島、喜界島(小

野津、志戸桶、佐手久をのぞく）の諸方言を南奄美方言に属させている。

奄美大島と徳之島が北奄美方言だとすれば、沖永良部島と与畿島とは南奄美方旨

と呼ぶことができる。このように北と南をわける特徴は、中舌母音にある。北奄美

では中舌母音Ｉがさかんに用いられ、南奄美ではそれが衰退している。

沖永良部島、与論島、喜界島の諸方言に中舌母音／Ｉ／がみられないとすれ

ば、この母音体系のちがいを指標にして奄美方言と沖縄方言のふたつに区分す

ることはできない。母音体系の観点からみると、沖永良部島と徳之島のあいだ

にふとい境界線をひかなければならず、沖永良部島から沖縄本島までが連続し

た地域であるとみなさなければならないだろう。
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注）喜界島北端の小野淳、志戸桶、住手久のみつっの集落には、この２種類の中舌

母音□〕〔色〕がある。

ｍＹｚ（目）、ｈｏ８ｂＹ（頭）、ｈａｓｓａｕＩ（髪の毛）、

ｎｕｂＹ（喉）、ｐｉＺ（展）、

ｍビ：（前）、ｐビェ（蝿）

そのため、中本正智1984「琉球方言の区画」では小野津、志戸桶、佐手久の方宮

は北奄美方言に区分され、のこりの集落は南奄美方言に区分されている。

…言{蕊鑪
奄美大島北部・奄美大島南部・喜界島北部

喜界島南部・沖永良部島・与畿島

たしかに、母音体系のちがいを重視して、小野津、志戸桶、佐手久のみつつの

集落の方言を北奄美方言のグループにいれることもかんがえられる。しかし、こ

のみつっの集落が奄美大島からの移住集落でなく、伝統的な喜界島の集落である

とするならば、以下にのべるような、／ｐ／音の保存、／ｋ／の／ｈ／への変化、

軟口蓋の鼻音〔Ｕ〕（音節をひらく子音として機能する）がみとめられるなど、子

音体系のうえでは他の喜界島方言と共通である。

ｐａｎａ（鼻）、ｐｊａｚ（足）、ｐｕｎｉ（骨）、ｐｏｚｋｉ（篇）

ｈａｍａ（隊）、ｈＹ２（毛）、ｈｕｍＹ（米）

母音体系のちがいも方言を区分するうえでの重要な指標であるが、子音体系も

また重要な指標である。方言を区画するときには、単にあるひとつの指標によっ

ておこなうのではなく、総合的に判断しなければならないだろう。本稿では喜界

島方言の位置づけ、とくに小野津、志戸桶、佐手久の３集落の方言の位置づけに

ついて詳述するのが目的ではないので、別の機会にゆずりたいが、とりあえず、

他の喜界島方言と一緒に区分しておくことにする。

また、沖永良部島の和泊町国頭の方言には〔81〕〔tgl〕〔dzI〕のような発

音があって、〔ji〕〔tji〕〔d3i〕との区別を保持している。この〔sl〕〔tS1〕

〔｡m〕は、奄大島、徳之島の〔ｓＹ〕〔ｔｓｉＤ〔ｄｚｌ〕にみられる中舌せま母

音の痕跡であろう。
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ｓｌｎｉェ（脛）、ｓＩｄｚａ（年上）、TａＢ１Ｚ（汗）

ｔｓｌｎｕＺ（角）、ｔｓｌｍｉＸ（爪）、mats1（松）

ｍｉｄｚｌＺ（水）

国立国語研究所1964『沖縄語辞典』によると、かつては首里士族の男子の発音

にもこれと似た〔si〕〔tsi〕〔dzi〕があって、〔Ji〕〔tli〕〔d3i〕と対立し

ていたようである。これも中舌母音の痕跡であろう。しかし、この対立は現在で

はまったく失われて、それぞれ〔Ii〕〔tji〕〔d3i〕に統一している。

５．カ行音節の子音について

(7)つぎに上村1992のいう子音体系のちがいについて検討してみる。まず、力

行子音／ｋ／の摩擦音化についてみてみよう。次の表６，７にみるように語頭

にあらわれる標準語の力行子音／ｋ／は、奄美大島、徳之島の諸方言では標準

語のキ、クの子音／ｋ／に対応して喉頭音化した／k,／があらわれ、力、ケ、

。の子音／ｋ／に対応して喉頭音化しない／k`／があらわれて、両者は音韻

論的に対立している。それに対して、沖永良部、与論、喜界、沖縄北部のおお

くの方言で力、ケ、．の子音／ｋ／が／ｈ／に変化し、キ、クの子音／ｋ／は破

裂音(あるいは破擦音に変化）としてとどまっていて、／ｈ／に変化すること

はない。ただし、沖縄北部諸方言のなかには、恩納村恩納や名護市久志のよう

に、まったく摩擦音化しない方言もふくまれている（摩擦音化しない方言では

奄美徳之島諸方言のように喉頭／非喉頭の対立がみられる)。沖縄中南部諸方

言では、奄美大島、徳之島の諸方言にみられる破裂音、破擦音の喉頭音化／

非喉頭音化という対立もないし、／ｋ／の摩擦音化もみられない。

【表５】 川（井戸）

ｋ`ｏ

しＫＯエ

レKOZ

しｋｂｘ

－５５－

米

k`ｕｍｌ

ＫｕレｍＩ

ｋｌｕレｍｌ

ｋＩｕレｍｌ

雲

k，ｕｒｍｕ

ｋ，ｕしｍｕ

ｋ，ｕしｍｕ

ｋ'ｕしｍｕ

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

▼
▲

▽
▲

▼
▲

▼
▲

▽
▲



k，ｕｒｍｕ

ｋ，ｕｒｍｕ

ｋ,ｕしｍｕｘ

ｋ，ｕしｍｕＺ

ｋｕｒｍｕ

ｋ,ｕｒｍｕ

ｋｕ「ｍｕ

ｋ，ｕｍｕ「Ｚ

ｋ,ｕｍｕ「2

ｋ，ｕｍｕ

ｋｕｍｕ

ｋｕｍｕ

ｈｕ「ｍＩ

ｈｕｒｍＩ

ｈｕレｍｌＺ

ｈｕＩ，ｍｌＺ

ｍａｌｉ

ｈｕ「ｍｉ

ｈｕ「ｍｉ

ｈｕｍｉ「Ｚ

ｋｍｍｉ「ｘ

Ｒｕｍｉ

ｋｕｍｉ

ｋｕｍｉ

喜界町志戸桶

喜界町中里

和泊町国頭

知名町久志検

与論町城

国頭村辺野喜

大宜味村大宜味

今帰仁村与那嶺

名護市久志

恩納村恩納

石川市伊波

那覇市首里当蔵

しｈｏＸ

レｈｏｘ

レｈｏＸ

レｈｏＸ

卜ｈｏｚ

ｈａ「ｘ

ｈａｒｘ

「ｈａｘ

ｋ`ａ「ｘ

ｋ`ａ「ｘ

ｋａｘ

ｋａｚ

肝

ｋ'ｉ「ｍｕ

ｋ，ｉしｍｕＸ

ｋ，ｉしｍｕＺ

ＲｉレｍｕＸ

ｋ，ｉ「ｍｕ

ｔｊｉ「ｍｕ

ｔ１ｉレｍｕＸ

ｋ，ｉしｍｕｚ

ｋｉｌｍｕ

ｋｉ「ｍｕ

ｋｉ「ｍｕ

ｔ３ｉｍｕ「Ｘ

ｋ'ｉし、ｕス

トｔ３ｉｍｕ

ｔｌｉｍｕ

ｔｌｉｍｕ

▼
▲

▼
▲
▼
△
Ｕ
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▽
▲

▽
▲
▼
▲

Ｆ
１
▼
▲
『
０
０
Ｆ
１
Ｆ
０
Ｆ
１

▼
▲
▼
▲
▽
▲
「
Ｉ
「
Ｉ
。
■
■

。
□
且
。
■
８
Ｕ
５
Ｌ
。
■
巴
。
■
△
●
■
△
●
■
且
●
一
日
且
。
■
▲

毛
町
町
町
町
Ｍ
ｍ
ｍ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
池
ｋ
》
ｋ
ｍ
Ｋ
ｋ
ｋ

Ｆ
Ｉ
ト
ー

レ
レ
レ

レ
し

【表６】

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

喜界町志戸桶

喜界町中里

和泊町国頭

知名町久志検

与論町城

国頭村辺野喜

大宜味村大宜味

今帰仁村与那嶺

名護市久志

恩納村恩納

石川市伊波

那覇市首里当蔵
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力行子音の各音節でのあらわれ方を表にまとめると、以下のとおりになる。

川
味
徹

部
鈍
之
布
桶

検
喜
宜
那

津
諸
井
田
戸
日
泊
志
野
大
与
志
納
波
里

伊
町
町
犬
志
中
国
和
久
城
辺
村
村
久
恩
伊
首

市
内
島
町
町
町
町
町
町
村
味
仁
市
村
市
市

瀬
戸
之
仙
界
界
泊
泊
名
誼
頭
宜
帰
謹
納
川
覇

名
瀬
徳
伊
喜
喜
和
和
知
与
国
大
今
名
恩
石
那

【表７】

語頭での／ｋ／→／ｈ／の変化についてみると、沖永良部島と徳之島（およ

び奄美大島と喜界島）のあいだに明確な境界線をひくことができる。しかし、

今帰仁村与那嶺、名護市久志、恩納村恩納などの沖縄北部では、／k／の／h／

への変化がみられず、沖縄中南部方言とのあいだに明確な境界線をひくことが

むつかしい。

(8)語中の／ｋ／がひろ母音／ａ／、半ひろ母音／ｅ／／ｏ／にはさまれると

き、摩擦音化して／ｈ／になり、方言によってはその／ｈ／までが脱落して消

失してしまうことがあるが、この現象は喜界島、沖永良部島、与論島の諸方言

だけでなく、奄美大島、加計呂麻島、徳之島の諸方言でもみられる。沖縄北部

方言や沖縄中南部方言ではあまりみられない傾向があって、そのことによって、

奄美方言と沖縄方言とに区分できそうである。
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力 ． ケ ク キ

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

ｋ

k‘

k‘

k‘

ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

喜界町志戸桶

喜界町中里

和泊町国頭

和泊町和泊

知名町久志検

与論町城

国頭村辺野喜

大宜味村大宜味

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｋ

ｋ tＪ

ｋ リ

ｋ tＪ
ｋ

ｋ

ｋ

ｋ

今帰仁村与那嶺 ｈ ｋ ｋ ｔ３

名護市久志

恩納村恩納

ｋ

ｋ‘

ｋ

ｋ
，

石ﾉ||市伊波 ｋ tｌ

那覇市首里 ｋ tｊ
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ｄｅｒｘ

卜ｄｅｚ

卜ｄｅｘ

卜ｄａｉ

ｒａ「ｈｉ
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ｄａｒｋｉ

恥
ｅ

Ｑ
ｎ

。
Ⅱ
・
１
。
１
。
Ⅱ

。
△
し
▽
△
▽
△
▽
△
▽
△
。
１
．
１
．
１
０
Ｋ
○
ｋ
ｋ
ｋ

桶
函
ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｕ
ｕ
ｕ
ｒ
ｒ
１
ｒ

ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
▽
▲
▽
▲
ｕ
：

レ
ト
卜
ｕ
ｕ
ｈ
ｕ

し
し
し
卜

【表８】

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

喜界町志戸桶

喜界町中里

和泊町国頭

知名町久志検

与論町城

国頭村辺野喜

大宜味村大宜味

今帰仁村与那嶺

名護市久志

▽
▲

▼
▲

しかし、沖縄方言においても語中における／ｋ／→／ｈ／の変化がまったく

ないわけではない。たとえば、今帰仁方言でも語中の／ｋ／の／ｈ／への変化

が観察できる。しかし、単語に制限があって、すべてのぱあいに／ｈ／に変化

するわけではないし、奄美方言にみられる前後の母音の同化現象もみられない

し、語中の／ｈ／がさらに脱落することも非常に稀である。語中の母音間の／

ｋ／の／ｈ／の変化を指標にして、奄美沖縄方言群を奄美方言と沖縄方言に明

確に２区分することはむずかしい。

ｗａｈａｚ「rｕｌＮ（分かる）、ｗａｈａｘ「Ｉｅ１Ｎ（若い）、

ｍｕｌｈｕ（婿）、ｔ`ａｈｕ「：（蛸）、ｎａ－Ｉｈａｘ（仲）、

ｍａｈａ「ｉ（碗・マカリ）、ｔ`ａＸ「Ｊｅ１Ｎ（高い）

（用例は『今帰仁方言辞典』今帰仁村与那嶺）

（最後の例は摩擦音がさらに脱落する稀な例である｡）

ｓａ「ｈｕ（蛸）、「ｎａｈａ（中）、⑩ａｒａｍａ（裸）、

「のａｈｕ（箱）、「ｓｕｈａ（十日）（国頭村辺野喜）
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注）沖永良部方言には、つぎのような隠中の／ｋ／の摩擦音化、脱落の現象がある。

桶・ｗｏｋｅ＞ｗｕｈｅ＞ｗｕｈｉ＞ｗｕｉ（＞ｗＹＸ＞ＷｉＺ）

竹、ｄａｋｅ＞ｄａｈｅ＞ｄａｈｉ＞ｄａｉ＞ｄｉｉ２＞ｄｅ８

十日、ｔｏｋａ＞ｔｏｈａ＞ｔｕｈａ＞ｔｕｗａ＞ｔｗａＺ

罵中でのｈ音の脱落現象は、つぎのような興味深い変化をもたらしている。地名

「平川」の方言形は〔ｈｊｏＸ〕だが、これは〔Ｃｈｉｒａｋａｗａ〕から変化して

できた形である。

平川、ｈｉｒａｋａｗａ＞ｈｊｏ８

／ｈｉｒａ／の前半部分と、／ｋａｗａ／の後半部分にわけてかんがえる。沖

永良部方言では「坂」が／hjaZ／、「風」が／ＪａＸｎｉ／となっていて、それ

と同様に／ｈｉｒａ／は／hjaZ／となるだろう。また、「縄」が／ｎｏｚ／、

「粟」が／ｏｚ／となっていて、／ｋａｗａ／は／ｋｏＸ／となる。そして、前半

部分末尾のひろ母音／ａ／と後半部分の半ひろ母音／ｏ／にはさまれた／ｋ／が

／ｈ／に変化したのちに、さらに脱落する。そして、前後の母音が融合する。これ

は「蛸」が／ｔｏ：／になるのと同じ現象である。

坂、ｈｉｒａ＞ｈｉｒｊａ＞ｈｉｊａ＞hjaX

皮ｏｋａｗａ＞ｋｏＺ

蛸、ｔａｋｏ＞ｔａｈｏ＞ｔｏｈｏ＞ｔｏェ

゛ｈｉｒａｋａｗａ＞ｈｊａａｋｏｏ＞ｈｊａｋｏ＞ｈｊａｈｏ＞ｈｊｏｈｏ＞ｈｊｏＺ

「瀬利覚」が〔ｄ３ｉｋｋｊｏ〕となるのも、おなじ原理がはたらいている。沖縄

の「勢理容」〔ｄ３ｉｔｊａｋｕ〕等との比較から〔ｏｚｅｒｉｋａｋｏ〕が古形で

なかったかと推定される。

・ｚｅｒｉｋａｋｏ＞ｚｅｒｉｋｊａｋｏ＞３ｉｒｉｋｊａｈｏ＞

］ｉｒｉｋｊｏｈｏ＞３ｉｒｋｊｏ＞３ｉｋｋｊｏ

この変化がさらにすすむと、与畿の「立長」〔ｒｉｔｔｌｏｚ〕につながる。「立長」

は「瀬利覚」「勢理容」と同じ語源の地名である。

「瀬利覚」の漢字のあて方は本来の発音にちかいもので、「立長」の漢字のあて

方は発音が変化したあとのものだとおもわれる。「平川」も発音が変化する以前に

あてた本来の表記なのであろう。
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6．ハ行音節の子音ｐについて

(9)標準語のハ行子音／ｈ／が日本祖語で／ｐ／であり、それが／ｐ→①→

ｈ／と変化して現在にいたっていること、そして、沖縄北部方言や与論方言が

その／ｐ／音をよく保存していることが知られている。この／ｐ／は両唇破裂

音で、／①／は両唇摩擦音で、ともに両唇を調音点にする子音であって、上村

1992によると、沖永良部与論沖縄北部諸方言はハ行子音に両唇性をよく保存す

るという共通点がある。ただし、その唇音性の保存状況は結合する母音の種類

によって異なっており、ア段、エ段、オ段で摩擦音化がより進行し、イ段、ウ

段では唇音性が保持される傾向にあるようである。

【表９】

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

喜界町志戸桶

喜界町中里

和泊町国頭

知名町久志検

与論町城

国頭村辺野喜

大宜味村大宜味

今帰仁村与那嶺

名護市久志

恩納村恩納

石川市伊波

那覇市首里当蔵

葉

トｈａエ

レｈａＸ

しｈａｚ

レｈａｘ
卜

ｐａＸ

レのａｘ

ｒｏａＺ

ｒｏａＺ

ｒｐａｘ

「pのａｚ

「①ａｚ

「ｐＯａ２

「⑪ａＺ

ｄ

ｐａＸ

ｈａｘ

ｈａｚ

骨

中ｕ「、ｌ

のｕ,，ｎｌＺ

のｕしｎｌｘ
●●

⑩ｕ,，ｎｌＺ

のｕ「、ｌ

のｕ１ｎｉ

①ｕ「ｎｉ

ｏｕ「ｎｉ

ｐｕｌｎｉ

ｐのｕｌｎｉ

のｕｌｎｉ

ｐｍ１ｎｉ

⑩ｕｎｉ「Z

ｐｕｎｌ

ｈｕｎｉ

ｈｕｎｉ

船

のｕｒｎＩ

のｕしｎｌＺ

⑪ｕしｎｌＺ

のｕしｎｌｚ

⑮ｕｒｎｌ

のｕ７ｎｉ

ｈｉｍｉ

ｈｉｍｉ

「ｐｕｎｉ

ｈｉｌＮ

ｈｉｎｎｉ

ｐ‘ｕｌｎｉ

ｐ‘ｕｎｉ「ｘ

ｐｕｎｌ

ｈｕｎｉ

ｈｕｎｉ
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左

ｈｉｄ３ａｒｉ

ｈＬｄ３ａｒ

ｈｉレｄ３ａｒｉ

ｈｉｉｄ３ａｒｉ

ｐＰｉｌｄａ「ｒｉ

のｉ「ｄａ１ｒｉ

ｈｗｉＸレｄ３ａｉ

ｈＬｇｅｚ

ｐｉｌｄ３ａｉ

ｐのｉｇａ「ｉ

ｐ，ｉ「ｄ３ａｉ

ｐ，ｉｄ３ｅ「i

pid3a｢ｉ

ｐ’ｉｄｚａ「ｉ

ｈｉｄ３ａｉ

ｈｉｄ３ａｉ

屈

しｈｗＩＺ

しｈｗＩＸ

１ｈｗＩｚ

レｈｗＩＸ

ｐ`Ｉ「ｘ

ｂｉ「ｘ

ｈｗｉ「Ｘ

ｈｉ「ｘ

ｐｉ１ｚ

ｐのｉ「ｚ

ｐ，ｉ「ｘ

ｐ，ｉ「ｘ

⑩ｉｒｚ

ｐ，ｉ「ｘ

ｈｉｘ

ｈｉＸ

【表10】

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

喜界町志戸桶

喜界町中里

和泊町国頭

知名町久志検

与論町城

国頭村辺野喜

大宜味村大宜味

今帰仁村与那嶺

名護市久志

恩納村恩納

石川市伊波

那覇市首里当蔵

注）奄美大島や徳之島の諸方言の「フ」「ホ」に対応する〔のｕ〕の〔の〕は後続す

る円唇の奥舌せま母音〔ｕ〕の影響によるものであって、音韻論的には／ｈｕ／

とみなすべきものであろう。

注）国頭村辺野喜方言にみられる〔，の〕は、非常によわい閉鎖が語頭において観察

されるもので、〔ｐ〕から〔の〕への摩擦音化の途中にあるものである。〔,の〕～

〔の〕とゆれており、音韻論的には／ｈｗ／と解すべきものであろう。

この古代日本語の／ｐ／音につながるハ行子音の唇音性の保存状況は、島ご

と、集落ごとに一定ではない。恩納村恩納の方言がもっとも保守的な方言で、

破裂音／ｐ／をよく保存している。また、大宜味村の塩屋湾以北の地域は、破

裂音／ｐ／の摩擦音化が進行している方言がおおく、／ｐ／を保存している方
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言にあっても破裂が非常によわく、よく観察していないと摩擦音／の／とまち

がえてしまうほどである。その中でも国頭村宇嘉、辺野喜の方言は、／ｐ／が

摩擦音化しているし、前述の／ｋ／も摩擦音化しているが、それだけでなく、

夕行子音の／ｔ／も摩擦音／ｓ／に変化していて（ただし、語頭の夕、テ、卜

に限定)、もっとも摩擦音化した方言である。

大宜味村塩屋から沖永良部島にかけての地域の方言では、破裂音、破擦音が

喉頭化／非喉頭化の対立をまったくうしなうか、痕跡的にのこしている方言が

おおく、名護市（旧名護町、１日久志村、旧羽地村)、今帰仁村を中心にした地

域で喉頭音化した子音を発達させているのと対照的である。

沖永良部方言全体で／Ｐ／の／⑩／への変化が完了し、／の／から／ｈ／へ

の変化の途中にある。奄美大島、徳之島の諸方言では、／の／から／ｈ／への

変化がほぼ完了していて、徳之島と沖永良部島とのあいだに境界線をひくこと

が可能であろう。上の表にはあげていないが、沖縄中南部方言にも／の／か

ら／ｈ／への変化の途中にある方言がおおく、この特徴によって沖縄北部方言

と沖縄中南部方言を明確に区分することはむつかしい。

ハ行子音の唇音性の保持という点では奄美大島、徳之島が共通の特徴をもち、

沖永良部島以南の地域とのあいだに明確な境界線をひくことができる。また、

沖縄本島北部と中南部のあいだにもそれほど明確ではないが境界線をひくこと

ができる。

【表11】

－６２－

ノ、 づ、 ホ フ 上

名瀬市伊津部 ｈ

瀬戸内町諸鈍 ｈ

徳之島町井之ﾉ1１ ｈ

伊仙町犬田布 ｈ

喜界町志戸桶 ｐ の ｐ

喜界町中里 の ｈ ⑩

和泊町国頭 の

知名町久志検 の ｈ ⑩ ｈ

与論町城 ｐ



国頭村辺野喜

大宜味村大宜味のｐの

今帰仁村与那嶺ｐ

名護市久吉の

恩納村恩納ｐ

石川市伊波

那覇市首里ｈ⑪ｈの

注）沖縄中南部諸方言のなかにもハ行子音に〔の〕を残存させている方言がないこ

とはないが、全体の傾向としてはハ行子音の唇音性を退化させている。

ｈｗａａ（葉）、ｈｗｅｅ（蝿）、ｈｗｉｃｅｅ（ひたしO

ｈａａ（歯）、ｈａｍａ（浜）、ｈｏｏｃａａ（包丁）

（用例は『沖倒語辞典』から）

注）方言区画のための指標として／ｋ／の／ｈ／への変化と、ハ行子音の唇音性の

保持（／ｐ／の／ｈ／への変化ともみなせる）とを比較すると、ｋの摩擦音化の

方が明確である。ｐの摩擦音化は、すなわち、Ｐ＞の＞ｈの変化には、途中に

〔,①〕といったバリエーションや首里方言（『沖縄蕗辞典』）などにみられるよ

うな単語による変異などがあって単純にいかない部分がある。その点、ｋの摩擦

音化ははっきりしている。

(１０「船」の沖永良部方言の語形〔ｈｉｎｉ〕は、沖縄北部の国頭村宇嘉方言

の〔ｈｉＮ〕、大宜味村大宜味方言の〔ｈｉｎｎｉ〕と同系である。語頭にお

けるｐｕ＞①ｕ＞ｈｕの変化は、語頭がうではじまるおおくの単語でおこって

いる現象であるが、｡ｐｕ＞ｈｉの変化が一般的にみられるわけではなく、こ

の単語だけにみられる個別的な変化である。

この変化はどのようにしておこったのだろう。＊ｐｕｎｅ＞ｈｉｎｉの変化

をとく鍵が粟国島方言の〔ＵＰｉ〕「船」で、／*ｐｕｎｅ／が／ｈｉｎｉ／

に変化する途中の語形であろうと推測される。まず、語頭の音節が無声化し、

その影響で後続の子音〔、〕も無声化する。これはつよい呼気による進行同化

－６３－

国頭村辺野喜 ⑩

大宜味村大宜味 ⑩ ｐ の ｐ

今帰仁村与那嶺 ｐ ｐ ｐ

名護市久志 ⑩ ｐ

恩納村恩納 ｐ ｐ

石)'１市伊波 ｈ

那覇市首里 ｈ ⑪ ｈ ⑩



であろう。その後、第２音節目の鼻音の影響で先行する母音が鼻母音化し、つ

ぎに、その第１音節全体が鼻音化して母音〔ｕ〕がなくなるが、そのちに、末

尾の母音〔ｉ〕の影響で第１音節目が口蓋音化し、さらにのちに母音〔ｉ〕が

あらわれ、鼻音化がなくなって〔ｈｉｎｉ〕の変化が完成すると推定される。

大宜味村大宜味方言の〔ｈｉｎｎｉ〕や国頭村宇嘉の〔ｈｉＮ〕はその変化の

最終段階で生じたバリエーションであろう。

せま母音化や／ｋ／の／ｈ／への変化、／ｐ／音の保存といった体系的な変

化だけでなく、このような、個別的で、稀にしかみられない音韻変化までが沖

永良部島と沖縄北部で共通にみられるということは、この地域のつながりのふ

かさを感じさせる。

…１－mm－Ｗ＜：I:!＝h1Ⅲ
注）類似の変化が伊平屋島方言や伊是名島方言にもみられる。

雲〔Ｉｐｗｕ〕、ここ〔ＩＰＷａ〕（伊平屋村我喜屋）

(11）以上みてきたように、発音上の特徴から奄美沖縄方言群を下位区分すると、

奄美大島・徳之島の諸方言と、沖永良部・与論・沖縄北部の諸方言とのあいだ

にふとい境界線をひくことができる。沖縄北部諸方言と沖縄中南部諸方言のあ

いだの境界線は、徳之島と沖永良部島のあいだの境界線ほどふとく、明確では

ないが、沖縄本島の諸方言を南北ふたつの方言に区分することができる。特筆

すべきこととして、沖永良部方言が与論方言よりも沖縄北部諸方言、とくに塩

屋湾以北の地域の諸方言との類似点がおおいことをあげることができるだろう。

奄美沖縄方言群の下位方言の区画についてみてきたが、２区分説は、いまひ

とつ説得力に欠け、これまで検討してきたことをみるかぎりでは３区分説の方

が分がいいようである。

注）しかし、奄美沖縄方言群を、奄美方言と沖縄方言のようにふたつにわける発音

上の特徴がないわけではない。奄美大島から与論までの奄美諸島の方言では、「縄」

を／、０２／、「川」を／ｋｏＺ／と発音するのに対して、沖縄諸島の方言では、
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／ｎａｘ／／ｋａＥ／と発音していて、対立している。／‐ａｗａ／が融合して／

-ｏｚ／となるか、半母音／ｗ／が脱落して／_ａ：／となるかという発音上のち

がいが奄美方言と沖縄方言との間にある。この現象は、さきにみた母音体系、力

行子音、ハ行子音の例に比べると、特定の条件に制限された個別的な現象に属す

が、奄美方言と沖縄方言のふたつに区分する材料のひとつである。

しかしあとでのべるように、このちがいは1609年の島津侵略以降生じたもので、

分類に際しては、より体系的で、よりふるい遺伝的形質を優先させるべきである。

【表12】

▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▽
△
▼
▲
▼
▲
▼
▲

ｏ
０
０
０
０
０
０
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

皮
汕
Ｋ
Ｍ
Ｋ
Ｍ
Ｋ
Ｍ
Ｋ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｋ

縄

ｎｏ

▼
▲
で
▲
▼
▲
▽
▲
▼
▲
▼
▲
▼
△
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
△
▼
▲
▼
△

粟
〈
〉
ｏ
〈
〉
０
０
０
０
ｏ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

名瀬市伊津部

瀬戸内町諸鈍

徳之島町井之川

伊仙町犬田布

喜界町中里

和泊町和泊

知名町知名

与論町城

国頭村辺野書

大宜味村大宜味

今帰仁村謝名

名護市久志

恩納村恩納

那覇市首里当蔵
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▼
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▼
▲
▼
▲
▼
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０
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Ｃ
Ｏ
Ｃ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ
ｎ

ｎａＺ

以上、音韻、文法の観点から奄美沖縄方言群をいかに下位区分するかみてき

たが、つぎのようにまとめることができそうである。

（１）奄美大島、徳之島の諸方言をひとつのグループにして、沖永良部島との

あいだにふとい境界線をひくことができる。
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(2)沖縄北部諸方言と沖縄中南部諸方言の境界は、徳之島と沖永良部島との

境界線に比較して明確な境界線ではない。

(3)塩屋湾を境にして、それ以北の沖縄北部諸方言と沖永良部、与論の方言

とのあいだにおおくの類似点がみられる。

(4)与論方言よりも、沖永良部方言の方が沖縄北部方言にちかい。

…柵fii議霧…

7．蛇足

⑯それでは、この方言区画は何を意味するのだろう。この境界線をひいたの

は何だろう。琉球列島のばあい、海という地理学的な障壁が存在しているのは

まちがいないが、どうして沖永良部島と徳之島のあいだにおおきな境界線があ

るのだろう。そして、この境界線はいつごろ発生したのだろう。

たとえば、／－ａｗａ／が／－０ｘ／と／＿ａｘ／にわかれるようになった

のは、すなわち、与論島と沖縄本島のあいだに方言差がうまれたのは、ふたつ

の地域のあいだに人☆の交流の質や量に何らかの変化が生じた時期、すなわち、

薩摩侵略によって奄美諸島が直接支配された1609年以降のことであると推定さ

れる。

徳之島と沖永良部島のあいだの境界線はどうだろう。あるいは、沖縄北部と

沖縄中南部の境界線、すなわち、東海岸側では石川市石川と金武町屋嘉のあい

だに、西海岸側では恩納村恩納と恩納村谷茶のあいだにある境界線はどのよう

な理由があってひかれるようになったのだろう。

沖縄中南部諸方言と沖縄北部諸方言の境界線は1673年に恩納間切（現在の恩

納村）が読谷山間切（現在の読谷村と恩納村の南半分をふくむ)、金武間切

（現在の金武町と恩納村の北半分をふくむ）の集落を分立させて新設される以
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前の読谷間切と金武間切の境界にほぼ一致する。また､「おもろさうし｣の巻１７

「恩納より上のおもろ御さうし」では、恩納（集落としての恩納）より北の地

域をひとまとまりのものとして寵識していたようである。

沖縄北部を「国頭」とよんでいるが、一般にいわれていることは、沖縄北部

方言圏が三山対立時代の北山の支配圏だったのではないかということである。

『角川日本地名大辞典４７沖縄県』には「国頭」は「沖縄本島北部と周辺離島

からなる。三山鼎立時代の北山の地域にほぼ相当する」と記されている。とす

れば、沖縄北部諸方言と沖縄中南部諸方言の境界線は、三山鼎立時代にまでさ

かのぼることになる。

沖永良部島と与論島の沖縄北部地域とのつながりをどう理解すればよいだろ

う。沖縄タイムス1998年９月21日付の「唐獅子」の先田光演氏の「永良部世の

主」に北山と沖永良部島とのつながりについてかかれた文章がとても示唆的で

ある。

伝説ではユヌヌシは琉球北山王の次男であるという。竃名を真松千代といい、

和泊町内城に城を構えていたと伝えられている。記録はなく、口碑で伝承されて

きた。今帰仁村歴史資料館には、沖縄北部から奄美大島南部まで囲った「今帰仁

文化圏」を想定したパネルが掲示されていて、「シーク文化圏」とも重なっている。

シークはエラプが北限であると考えられるが、ユヌヌシの時代にもあったという

伝承がある。

さきにのべた方言の区画は、この伝承にあるような歴史的な関係を何らかの

程度に反映しているのだろうか｡もし、そうだとすると、与論島と沖縄本島の

あいだの境界線よりもふるい時代の政治的な区分を反映していることになる。

方言区画と関連して興味深いのは、民俗学的にも、あるいは、音楽、芸能論

的にも沖永良部島と徳之島のあいだに境界線があることである。たとえば、先

に引用した先田1998の文章にもあるように、沖縄北部地域から沖永良部島にか

けてシヌグ・ウンジャミとよばれる民俗行事があるが、徳之島以北にはそれが

みられない。また、奄美大島、徳之島には「八月踊り」とよばれる、よく似た
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行事があるが、沖永良部島以南にはみられない。

久保けんお1960『南日本民謡曲集』によると、音楽論的にも沖永良部島と徳

之島のあいだに境界線がひけるようである。

奄美の民謡は北部系と南部系に分けて考えねばならぬ。徳之島・大島本島・

喜界島を北部とし、沖永良部島・与飴島を南部とする。北部と南部は旋法もちが

うし、蛇皮線の奏法も異なる。

日本の民族旋法として陽旋・陰旋・琉旋の三つがあり、陽旋はし陽旋を中心

（ソ陽旋が基礎）とする巡回旋法、陰旋はミ陰旋を中心とする転位旋法、琉旋は

F琉旋を中心（ファ琉旋が基礎）とする転位旋法であるという事が分かりました。

そして琉旋法は正確に沖えらぶ島までで、徳之島以北にはない。

方言の境界線と音楽・芸能・民俗論上の境界線が一致していることの因果関

係を方言研究の側からも実証的につきとめなければならないが、残念ながら、

方言研究はまだこの課題に明確な解答をあたえるほどの蓄積をしていない。も

し、沖永良部与論沖縄北部諸方言の方言区画が三山鼎立時代以前の社会・文化

的な地域区分に一致するとするなら、考古学、歴史学、民俗学、社会人類学、

芸能論、音楽論などの成果にまなびながら、方言区画の意味するものが何なの

かを考えていかなければならない。

【参考文献】

安里進1990『考古学からみた琉球史上』『考古学からみた琉球史下』

（ひるぎ社）

飯豊毅一他編1984『講座方言学10-奄美沖縄地方の方言一』（国書刊行会）

上村幸雄1992「琉球列島の言語(総説)」（『言語学大辞典下２巻』三省堂雷店）

上村幸雄1972「琉球方言入門」（『言語生活』三省堂雷店）

沖縄言語研究センター1990『奄美諸島方言の言語地理学的研究』

沖縄国際大学高橋俊三ゼミ1984『沖縄方言研究第６号一沖永良部方言調査報告』

－６８－



沖縄国際大学高橋俊三ゼミ1984『沖縄方言研究第６号一沖永良部方言調査報

告・資料編」

奥田透・真田真治1983「沖永良部島における口蓋音化の分布域」『琉球の方言

８』法政大学沖縄文化研究所

甲東哲1987『島のことば』

久保けんお1960『南日本民謡曲集』（音楽之友社）

仲宗根政善1961「琉球方言概説」（『方言学講座第４巻』、東京堂出版）

仲宗根政善1983『沖縄今帰仁方言辞典』（角川書店）

中本正智1976「琉球方言音韻の研究』（法政大学出版会）

中本正智1981『図説琉球語辞典』（金鶏社）

中本正智1983『琉球語奨史の研究』（三一書房）

中本正智1984「琉球方言の下位区分」（『講座方言学10-奄美沖縄地方の

方言一』（国書刊行会）

中本正智1990『日本列島言語史の研究』（大修館爵店）

平山輝男編1986『奄美方言基礎語奨の研究』（角川書店）

外間守善1981『日本語の世界９』（平凡社）

琉球方言研究クラブ1996「琉大方言第11号_沖永良部島正名方言の音韻体系」

琉球方言研究クラブ1994「琉大方言第９号一金武方言の音韻体系」

琉球方言研究クラブ1993「琉大方言第８号一久志方言の音韻体系」

琉球方言研究クラブ1992「琉大方言第７号一津波方言の音韻体系」

琉球方言研究クラブ1991「琉大方言第６号一辺野喜方言の音韻体系」

－６９－


